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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、受容体チロシンキナーゼ膜貫通糖タンパク質であるEph受容体ファミリーのメンバーをコードしています。これらの受容体は、N末端に糖鎖が付加されたリガンド結合ドメイン、膜貫通領域、および細胞内キナーゼドメインで構成されています。エフリンと呼ばれるリガンドに結合し、運動、分裂、分化など、多様な細胞プロセスに関与しています。Eph-エフリンシグナル伝達の特徴は、受容体とリガンドの両方がシグナル伝達カスケードを伝達し、双方向のシグナル伝達をもたらすことです。このタンパク質は、Eph受容体のEphBと呼ばれるサブグループに属します。このサブグループのタンパク質は、配列相同性と膜結合型エフリンBリガンドへの優先的な結合親和性によって、ファミリーの他のメンバーと区別されます。対立遺伝子変異は、前立腺がんおよび脳腫瘍の感受性と関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物変異が生じます。[RefSeq提供、2015年5月]
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	EphB2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

